
第
四
巻
　
　
紹

介

秀
吉
の
藩
、
笠
藝
力
髭
し
・
第
＋
薯
於
て
鑑
聖
画
P
伽
撫

に
て
は
」
貝
淑
に
し
て
入
望
あ
り
し
北
政
所
と
，
醜
聞
な
悠
へ
ら
れ
六
淀
殿
と

の
問
に
自
ら
抗
箏
の
生
ぜ
し
は
自
然
の
数
に
し
て
，
早
期
黙
な
立
て
蘭
〃
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

役
の
訪
岡
法
り
し
事
進
む
べ
か
ら
す
と
書
ヘ
リ
G
　
第
†
一
章
・
太
駕
の
同
胞

に
て
は
太
閤
の
異
父
端
秀
長
、
籠
目
秀
、
嫁
南
明
院
夫
人
の
事
蹟
な
略
費
し

　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　

第
十
二
章
小
駒
川
菟
秋
に
て
は
ダ
北
政
所
の
逼
れ
ろ
彼
が
隠
然
と
し
て
太
開
の

待
縫
者
細
以
て
財
ぜ
ら
れ
し
に
、
出
で
・
小
早
翔
隆
景
の
後
な
繊
ぎ
、
朝
鮮
、

再
征
の
孟
師
に
任
ぜ
ら
れ
な
が
ら
、
落
懸
に
し
て
、
暴
慢
な
る
彼
は
、
隆
景

の
鷺
制
に
蓮
ふ
審
多
く
、
關
目
脂
に
は
終
に
家
康
に
晦
じ
て
颪
軍
潰
敗
の
露

な
播
身
し
は
益
て
北
政
灰
の
指
示
に
俵
れ
る
な
ら
々
と
推
定
す
。
猛
士
二
章

む
　
む

細
論
に
於
て
、
秀
害
は
政
略
上
父
な
顯
は
さ
ノ
リ
し
も
、
其
訊
先
に
識
し
て

も
父
に
倒
し
て
も
棺
當
r
奉
仕
ぜ
し
事
，
養
チ
相
踵
で
興
れ
、
家
庭
の
主
人

と
し
て
の
不
蓮
な
認
め
、
党
，
族
に
乱
し
て
覧
厳
興
宜
き
な
得
六
る
も
、
な
ほ

淀
殿
な
溺
鍵
ぜ
一
事
な
指
摘
し
て
彼
は
理
性
の
人
に
非
す
し
て
情
の
人
な
り

と
淫
し
、
ナ
閤
の
岡
情
な
惹
く
義
脚
亦
・
．
㌧
に
あ
り
と
結
ぶ
。
三
五
版
三
百

頁
蝕
の
小
冊
子
な
が
ら
、
よ
く
太
閣
の
内
的
厘
活
を
叙
説
し
、
加
ふ
る
に
臆

所
に
謹
像
、
筆
蹟
、
墓
所
等
の
篤
鼓
三
十
五
葉
な
挿
入
し
ぬ
れ
ば
誰
過
の
際

籔
限
の
感
興
な
ぞ
、
る
ん
丸
覚
ゆ
。
戸
B
緊
緊
構
陶
方
言
會
炎
行
、
定
会
…
、
八
○
）

〔
中
村
▽

　
　
　
　
　
り
　
り
　
り
　
り
　
り

　
　
　
　
⑳
予
隷
賠
代
襯
　
　
＼
　
　
　
　
女
空
士
　
中
村
孝
也
著

第
三
號

一
五
〇
　
（
五
〇
紺
）

　
本
書
目
次
断
ず
る
所
．
元
藤
時
代
の
地
位
、
町
人
階
級
の
勃
興
、
元
諜
賓

永
の
政
局
、
元
素
鯉
早
落
度
の
金
銀
貨
改
舘
、
元
諜
賢
永
前
後
の
縫
態
，
元
醸

暗
躍
の
窒
息
。
ケ
ン
ペ
ル
と
元
誰
時
代
あ
り
。
著
者
は
田
田
時
代
な
以
て
近

世
女
化
史
上
の
最
…
静
岡
潮
期
な
り
と
し
て
、
文
旦
の
隆
興
，
藝
技
の
昌
榮
と
濃

艶
豪
快
の
戴
爾
と
鷹
揚
寛
潤
の
世
相
葎
讃
美
ぜ
ん
と
し
た
る
か
如
し
、
著
老

は
此
く
の
如
き
確
代
の
垂
簾
は
幕
府
敷
治
の
成
立
な
安
全
寡
ら
し
む
べ
き
霰

蓼
問
題
，
即
ち
鉗
外
、
財
…
政
，
朝
廷
及
諮
町
並
に
濃
人
に
陣
す
る
諸
種
の
問

題
が
何
れ
も
距
紙
代
に
調
て
解
決
ぜ
ら
れ
出
ろ
に
事
由
す
る
も
の
と
し
，
且

つ
蜘
畦
代
の
蒜
殖
の
色
彩
に
は
町
人
階
級
の
勃
興
あ
り
て
、
大
瞑
注
戸
の
如

き
大
都
市
の
螢
蓬
、
武
家
と
町
人
の
援
鋤
等
な
見
る
に
至
り
、
政
冶
め
方
衝

に
て
貧
政
治
家
の
個
性
と
政
燭
の
推
移
に
論
ず
べ
き
も
の
あ
り
と
し
、
一
般

搬
態
に
就
い
て
は
敵
討
警
確
り
繁
晶
犠
死
の
流
行
よ
リ
浮
世
草
紙
浄
瑠
璃
、

欝
昇
の
状
況
等
を
詳
訊
し
、
時
代
の
國
期
生
藩
冷
論
ぜ
り
。
塞
書
も
と
謹
者

と
共
に
更
興
↑
樂
ま
ん
と
し
て
、
著
者
の
筆
な
走
ぜ
し
も
の
と
其
自
序
に
認

ず
る
如
く
、
其
戯
言
に
於
て
は
暑
し
も
糟
選
琢
磨
存
経
た
る
も
の
と
云
ふ
に

あ
ら
す
、
繁
衙
に
於
て
人
考
ふ
ろ
所
を
輿
に
す
べ
し
と
難
も
、
而
も
行
丈
興

趣
あ
ろ
に
力
め
て
著
者
感
興
の
架
雀
競
る
如
く
、
又
一
般
談
馨
界
の
談
物
と

し
て
薦
む
べ
き
も
の
な
る
べ
し
。
（
啓
成
瀧
淫
行
，
債
二
、
八
○
）
〔
閥
田
〕

　
　
　
　
　
む
　
け
　
り
　
り
　
ゆ

　
　
　
　
㈱
憩
舐
典
綱
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
地
直
一
著

　
承
轡
は
著
者
が
昨
年
四
垣
集
京
女
科
大
量
一
遍
σ
る
公
欄
講
義
の
手
雛
鱗



箏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

多
少
の
修
正
な
加
へ
ぬ
る
も
の
、
三
塁
に
佳
瀞
紙
史
の
意
義
、
隠
代
疑
分
、

及
び
各
辱
代
の
特
聚
轟
り
・
第
二
f
杷
に
於
て
氏
紳
の
起
源
、
鯉
成
立

の
聾
唖
大
化
改
赫
が
古
來
の
風
讐
遷
し
籍
説
き
・
第
三
舞
鑑

む
　
む
　
む
　
り

と
の
交
渉
に
は
、
醸
佛
二
敏
及
陰
陽
道
と
の
交
渉
な
観
罪
し
て
、
蜂
鳥
習
合

説
の
趨
因
に
山
林
料
緻
の
風
の
看
過
す
べ
か
ら
ざ
ゐ
を
指
摘
し
、
第
四
恥
澄

む朝
に
に
、
此
時
期
に
代
り
て
現
は
れ
し
淋
．
延
喜
の
剛
、
二
十
二
祉
の
駿
生

な
翫
き
、
瀞
融
の
赴
曾
的
独
走
に
圏
し
て
は
そ
が
領
地
の
贋
大
、
紳
人
衆
徒

の
螢
魔
に
よ
り
て
融
曾
の
一
勢
力
と
な
り
、
交
睡
機
關
．
都
市
の
駿
蓮
に
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

ぜ
し
事
な
注
意
し
，
第
五
蝕
倉
時
代
に
於
て
は
、
武
家
の
敬
淋
な
以
て
治
罎

の
要
道
と
ぜ
し
事
鳶
翻
承
久
、
弘
安
繭
役
に
於
げ
る
杜
家
の
活
動
な
叙
し

　
　
む
　
り
　
　
　
　

舞
六
右
向
時
代
に
て
は
怨
璽
の
智
玖
隠
恐
れ
一
恵
怨
界
の
傾
向
な
寵
し
％
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む

就
寺
の
導
流
上
の
県
愚
な
読
明
し
、
第
七
織
繋
時
代
に
は
秀
吉
の
大
祉
家
に

嘉
す
る
方
針
ほ
聾
所
領
な
赤
め
て
吉
來
蓄
積
ぜ
し
磁
力
か
亡
失
ぜ
し
め
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

ぜ
り
と
書
ひ
、
館
八
鎌
倉
及
び
室
町
樽
代
ド
於
り
る
輌
道
號
の
雛
蓮
に
關
し

て
は
、
習
合
親
の
二
成
と
典
に
短
俗
的
に
布
術
し
た
ろ
試
み
あ
り
し
な
示
し

雨
蔀
器
量
、
御
流
淋
道
，
伊
勢
榊
滋
、
吉
田
紳
滋
、
法
華
憩
滋
等
の
興
隆
ぜ

し
趨
勢
や
海
嶺
し
、
從
來
の
偶
者
融
臓
の
爾
派
の
外
更
に
隠
亡
な
主
と
で
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む

傾
向
な
生
ぜ
り
と
し
，
第
九
第
丁
江
戸
時
へ
に
て
は
、
朱
母
地
の
地
方
分
布

よ
り
次
で
之
を
他
に
瀞
趾
淋
魔
の
管
理
、
　
淋
虹
…
訊
畷
趨
の
概
況
な
蓮
べ
、
智

識
険
級
り
婆
求
に
謄
宰
べ
き
儒
家
牌
泌
の
外
、
極
め
て
卑
近
な
る
形
式
の
下

　
　
　
　
第
凶
巻
　
　
紹
　
　
　
介

に
曇
現
ぜ
し
修
瞼
痕
、
富
↓
講
”
御
嶽
行
者
に
注
意
し
た
ろ
等
。
古
來
の
憩

砥
に
弄
す
る
事
項
の
、
漿
隼
、
清
長
、
陸
夷
た
政
治
上
の
事
情
と
瓶
會
丈
化

の
懐
展
の
ユ
よ
リ
講
説
し
六
リ
。
本
丈
重
版
断
八
二
頁
鍛
葉
の
圖
版
を
挿
入

し
、
誓
事
に
引
す
ろ
諸
卸
量
、
索
引
を
添
へ
れ
寧
。
（
野
州
書
院
彼
行
．
債
．

「　
一
、
五
〇
）
〔
中
村
〕
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爾
溝
鮮
地
理
歴
災
研
究
工
銭
第
五
東
京
帝
國
大
館
丈
科
大
學
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む
　
む

　
本
警
α
敗
む
る
所
の
論
丈
凡
て
五
項
、
芙
の
一
高
麗
成
宗
朝
に
於
σ
る
汝

　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
タ
　
む

磁
【
ム
ぴ
契
舟
と
の
瀾
…
係
（
池
内
宏
V
に
章
葎
定
宗
以
後
の
姦
曲
経
略
と
成
宗

の
初
年
の
問
題
、
契
舟
の
女
眞
征
伐
，
契
舟
の
高
麗
帳
簿
と
鴨
維
江
東
の
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
ゆ

厩
の
確
定
の
三
段
に
分
ち
て
論
蓮
し
、
共
の
二
丁
靱
考
（
箭
内
互
）
は
絡
書
、

険
山
の
樋
靱
．
興
安
最
手
の
撞
靱
、
轍
烈
と
燵
戦
、
阻
あ
と
権
難
、
瓢
縫
粗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

と
自
忽
縫
靱
、
婚
期
鵬
翼
の
外
に
、
附
錐
と
し
て
の
円
一
教
理
琳
考
な
添
へ
，
其
の
三
北
朱
の

　
り
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

封
契
丹
防
備
と
茶
の
利
用
（
県
史
笹
）
に
序
訊
、
茶
と
唐
宋
の
経
濟
界
，
麿
末

の
茶
寮
、
北
宋
勧
世
の
権
粂
法
一
北
采
申
世
の
税
茶
法
、
瀞
宗
以
後
の
茶
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
む
　
り
　
む
　
む

の
各
掌
な
立
で
・
其
の
利
用
方
法
な
論
じ
、
其
の
四
品
の
制
度
¢
二
覇
体
系

（
津
田
左
右
吉
）
に
緒
言
．
契
丹
人
の
部
族
制
度
，
漢
人
の
弼
際
赫
度
、
行
宮

に
於
け
る
二
輪
体
系
、
中
央
政
府
に
於
け
る
二
重
体
系
、
南
窟
官
と
契
丹
人

の
各
章
の
外
に
添
輩
氏
及
ぴ
遼
室
の
麗
先
に
關
す
る
傳
読
、
．
瑠
律
氏
及
び
驚

氏
、
行
宜
の
性
質
の
豊
漁
奮
す
・
其
の
五
、
紳
駕
勲
下
柳
蚕
聖
⑳

　
む
　
む

寒
湿
三
（
池
内
宏
）
は
前
々
同
よ
り
の
緻
稿
に
し
て
践
に
は
主
と
し
て
建
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ミ
號
　
　
一
五
一
　
（
五
〇
五
）


